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第１４回 峰山町・大宮町・網野町・丹後町・弥栄町・久美浜町合併協議会 

 

・日  時 平成１５年７月３１日（木）午後１時３０分から午後１時５０分 

・場  所 大宮町 アグリセンター大宮 

・出席委員 （４７人） 

  １号委員  岡六右衛門会長、吉岡光義副会長、増田桂一委員、吉岡秀男委員、     

       中江宏樹委員、有田光亨委員、上田博之委員、本城克一委員、 

       梅田耕之助委員、大下道之委員、行待実委員、辻征一郎委員 

  ２号委員  平井渉委員、小森潔委員、荒田寛康委員、久江晶夫委員、田茂井誠司郎 

       委員、清水勇委員、植垣齋紀委員、森行雄委員、石河良一郎委員、 

       三崎政直委員、奥野重治委員、浅田武夫委員、瀬川善麿委員、吉岡豊和委 

       員、大下倉禎介委員、田中一委員 

  ３号委員   櫛田恵里子委員、太田俊輝委員、中山力委員、養父秀是委員、石河武委 

      員、荒田ケイ委員、沖田康彦委員、阿部智子委員、梅田和男委員、 

      下田喜六委員、佐々木正二郎委員、戸石育代委員、梅田直一委員、 

      植野真知子委員、行待佳平委員、奥田圭介委員、美王惠次郎委員、 

      川畔明美委員、加瀬康夫委員 

・欠席委員 （３人） 

       末次祥孝委員、小谷毅委員、中井幹晴委員 

・次  第 

  
１ 開会宣言   
 
２ 議 事 
（１）協議事項 

   

・協議第１号  ２０    新市建設計画に関すること 

    

（２）合併協定について 
  
（３）その他 
 

・第１３回合併協議会の会議録について 
 
    ・その他 
 
３ 閉 会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                  傍聴者５人 
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○ 岡会長   
 定刻になりましたので、只今から、第１４回峰山町・大宮町・網野町・丹後町・弥栄町・

久美浜町合併協議会を開催いたします。委員の皆様におかれましては、何かとお忙しい中

ご出席をいただきまして、真にありがとうございます。 
 それでは、早速、議事に入りたいと思います。本日の会議につきましては、協議会委員

５０名中４７名の出席を頂いており、「在任委員の過半数」を超えておりますので、本日の

会議が成立していることを報告させていただきます。 
 
○ 岡会長  
 それでは、次第に従いまして進めさせていただきます。本日は、議事の（１）の協議事

項といたしまして、「協議第１号  新市建設計画に関すること」でございます。当合併協

議会におきまして、合併協定項目の中で、最後の確認を頂く項目となりましたのが、本日

協議をお願いしております、「新市建設計画」でございます。どうぞよろしくお願い申し上

げます。 
 
○ 岡会長  
 それでは、「新市建設計画」につきまして、これまでの経過を簡単に説明させていただき

ます。 
 「市町村建設計画」につきましては、市町村の合併の特例に関する法律に基づく計画で

あり、これを基に、様々な財政措置が設けられているところでございます。このため、当

協議会におきましては、これを専門的に協議する小委員会を設置し、協議を重ねてきたと

ころであり、節目節目には、協議会で全委員にお諮りをして、確認を頂き、進めてまいっ

たところでございます。 
 まず、昨年 4月の第 1回協議会で、建設計画を作成するための「住民意識調査」の実施
について説明をさせていただきまして、6月の第 2回協議会で、「調査の中間報告」をさせ
ていただき、併せて、「新市建設計画の策定方針」について、協議をお願いし、確認を頂き

ました。さらに、7月の第 3回協議会では、「意識調査の最終結果の報告」をさせていただ
き、併せて、「財政計画策定の考え方について」、協議を頂きました。 
 9月の第 4回協議会では、これらを取りまとめまして、「新市建設計画中間案」という形
でお示しし、「ひと、みず、みどり 歴史と文化が織りなす交流のまち」というキャッチフ

レーズも決めていただき、確認をいただきました。 
 この中間案をもって、各町が住民説明会を開催し、住民の方々に概要の説明をさせてい

ただいた上で、対等合併等の基本項目の確認をいただいたところでございます。その後、

新市建設計画策定小委員会において、この中間案をもとに、具体的な事業や施策の検討を

行ってまいりました。 
 また、この検討にあたっては、委員の方々全員の御意見を賜りたいとの思いから、新市

以外の、総務･企画･議会、住民･福祉･教育、建設･産業の３小委員会でも御意見を頂き、そ

れぞれの小委員会での協議項目の確認内容も十分踏まえ、計画に反映してまいりました。 
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 さらに、去る 6 月～7 月に渡りまして、建設計画の最終案をもとに、各町で住民説明会
を細かく開催し、住民の方々の御意見を賜ったところでございます。その上で、先週開催

をいたしました、第 21回新市建設計画策定小委員会で、最終的に確認をいただきました。 
 「新市建設計画」は、合併して誕生する新市を建設していくための基本方針及びこれを

実現するための主要事業、財政計画を中心に構成しており、６町の速やかな一体化を促進

するとともに、住民福祉の向上と新市全体の均衡ある発展を図ろうとする目的で作成した

ものであります。 
 従いまして、新市の将来像、基本理念についても、十分に議論いただくとともに、合併

に対して不安と思っておられる項目についても、十分配慮をさせていただきました。とり

わけ、「合併により行政区域が広くなり、行き届いた行政サービスが受けられなくなるので

はないか」、あるいは、「住民の方々の意向が行政に反映され難くなるのではないか」、「地

域の実情に応じた施策がなくなるのではないか」といった懸念を払拭するために、６町毎

に「地域振興協議会」という、市長への提言機関となる組織を設置するほか、地域振興基

金を設け、地域振興に係る財源を用意いたしますとともに、現在の役場についても、全て

支所として残し、住民サービスを低下させないよう考慮したところでございます。 
 一方、大変厳しい財政状況の中で、今後ますます複雑化、多様化する行政ニーズに的確

に対応していくためには、より効率的、また総合的な施策の実施が求められているところ

であり、この点も、十分検討いただいたところでございます。 
 こうして、ようやく本日の協議会に最終案という形でお示しすることができましたので、

よろしく御審議賜りますようお願い申し上げます。 
 
○ 岡会長  
 それでは、この「新市建設計画につきまして」ご意見を頂きたいと思いますので、よろ

しくお願い致します。最後でございますので、なんなりとどうぞ。心残りのないようによ

ろしくお願いいたします。 
 
○ 岡会長  
 ございませんか。 
 
○ 岡会長  
 ご質問、ご意見ないようでございますので、それでは、「協議第 1 号 新市建設計画」
について、確認していただけますか。 
 

＜異議なし＞ 
 
○ 岡会長  
 ありがとうございました。それでは「協議第１号 新市建設計画」につきましては、本

案で、確認していただきました。 
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○ 岡会長  
 それでは次に、先ほど合併協定項目全てが当合併協議会におきまして確認されましたの

で、改めて協議会として６町が合併することの是非の最終確認をいただきたいと思います

が、如何でしょうか。 
 
○ 岡会長  
 それでは、当合併協議会として、６町合併を進めていくことについて、委員の皆さん全

員で、起立により確認をいただきたいと思います。それでは、６町合併を進めていくこと

について、異議ないとご判断いただけます方の起立をお願いいたします。 
 

委員起立 
 
○ 岡会長  
 ありがとうございました。全員の方にご起立をいただきました。誠にありがとうござい

ます。それでは、当合併協議会として、６町の合併を「是」として確認していただきまし

た。 
 
○ 岡会長  
 それでは、次の議題に移らせていただきます。次第の（２）といたしまして、「合併協定

について」でございます。 
 本日、全ての協議項目を確認していただきました。法定の合併協議会の締めくくりとい

たしまして、設置者である６町長といたしまして、協議が整ったことを確認する必要がご

ざいますので、「合併協定の調印」という形で、正式な書類を作成することとなります。そ

の際の資料となりますのが、「合併協定書」でございます。 
 これに、先程確認いただきました、新市建設計画が、別添資料として添付され、併せて、

合併協定書付属書類として、これまで合併協議会で確認していただいた全ての項目を網羅

したものが添付されます。これらを綴じ込みまして、「合併協定書」とし、私ども６町長が、

署名押印させていただくこととなります。その際、当合併協議会の委員の皆様にも、立会

人として、ご署名をいただきたいと存じます。 
 なお、この「新市建設計画」を含む「合併協定書」は、各町の議決書とともに、国や府

への合併申請に必要な書類であり、市となり、将来、財政支援が受けられるようになるた

めに、必要不可欠な書類となりますので、ご承知置き頂きたいと存じます。 
 つきましては、この形で「合併協定書」を取りまとめさせていただき、調印式を行いた

いと存じますが、ご異議ありませんか。 
 

＜異議なし＞ 
 
○ 岡会長  
 ありがとうございました。それでは、次の議題に移ります。（３）その他について、事務

局から、説明を願います。 
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○事務局 
 どうも、ありがとうございました。それでは、「その他」につきまして、説明させていた

だきます。  
 まず、「第１３回協議会の会議録について」ということで、先週の７月 23日に開催させ
ていただきました協議会の会議録でございますが、本来でしたら全委員さんに内容を確認

頂き、協議会の場で最終確認していただくものでありますが、時間の都合上、現在意見を

お伺いしているところでございます。 
 従いまして、第１３回の会議録の公開につきましては、御承認いただきましたら、皆さ

んから頂きました修正意見を事務局で確実に修正をいたしまして、協議会の日から、概ね

１ヵ月後の８月後半に、公開とさせていただきたいと考えておりますので、よろしくお願

い致します。 
 併せまして、本日の第１４回協議会の会議録につきましても、同様の形で事務処理を進

めさせていただきたいと存じますので、よろしくお願い致します。 
 
○ 岡会長  
 それでは、「第１３回合併協議会の会議録」、及び「本日の第１４回の会議録」の取扱い

につきましては、只今事務局が説明した形で行わせていただくことで承認いただけますで

しょうか。 
 

＜異議なし＞ 
 
○ 岡会長  
 それでは、会議録については、そのようにさせていただきます。 
 次の項目について、事務局から説明を願います。 
 
○事務局 
 ありがとうございました。 
 先程、 岡会長から説明されましたとおり、本日、全ての項目を確認いただきましたの

で、本日をもちまして、協議会での協議は終了することとなります。 
 従いまして、協議会といたしましては、当面の間、休止とさせていただきたいと存じま

す。合併の経過について適宜ご報告をさせていただくべき時期があろうかと思いますので、

その時点で開催をさせて頂きたいと考えております。 
 その際は、改めてご案内申し上げますが、事務的なレベルの作業といたしましては、秋

の深まった頃にお世話になりたいと考えておりますので、また改めて日程調整させていた

だきますのでよろしくお願いいたします。 
 最後に付け加えますが、この法定の合併協議会は、各町議会の議決をもって設置されて

おりますので、解散についても議会の議決が必要となります。従いまして、6 町長さんに
御相談いただき、手続きを進めたいと存じますので、解散するまでの間、委員としてお務

めいただくこととなりますので、よろしくお願い申し上げます。以上です。 
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○ 岡会長  
 それでは、次の協議会については、秋頃に開催させていただきたいと考えておりますの

で、よろしくお願いいたします。 
 
○ 岡会長  
 それでは、会議の閉会にあたりまして、先程、御了承いただきました、合併調印式の日

程について、報告させて頂きたいと存じます。 
 ６町の合併調印式は、８月１１日の月曜日、午前１０時から、京都府の山田知事をお招

きして、網野町のアミティ丹後で開催させて頂きたいと思いますので、よろしくお願い致

します。 
 委員の皆様方には、改めて御案内を送付させていただきますが、是非とも、当日の立会

人として、ご出席賜りますようお願い申し上げます。 
 
○ 岡会長  
 それでは、本日用意させていただきました議事は全て終了いたしました。会議の閉会に

当たり、６町長を代表いたしまして、一言、感謝の言葉を申し上げます。 
 
○ 岡会長  
 本日、第１４回の合併協議会で、全ての協議項目を確認していただきました。 
 昨年４月の協議会設置以降、１４回にわたる協議会と、併せまして、総務・企画･議会小

委員会２１回、住民･福祉･教育小委員会１７回、建設･産業小委員会１７回、そして新市建

設計画策定小委員会１８回と、全国の協議会の中でも、これだけの期間に、これほど多数

の会議を開催し、取りまとめができましたところは、他にはないのではないかと自負して

おります。 
 これも一重に、協議会委員の皆様をはじめ、住民の皆さんの多大なるご理解と御協力に

よるものと考えており、厚くお礼を申し上げる次第でございます。 
 とりわけ、合併協議会の委員の皆様方におかれましては、１年４ヶ月にわたり、公私と

も大変ご多忙にも関わりませず、精力的に協議していただき、６町の合併について、平た

く申しますと、６町の将来のよりよいまちづくりを進めていくために、活発に建設的な意

見を賜りましたことに、心からお礼を申し上げます。 
 また、本日は、協議会として、６町の合併について、今までの協議結果をもとに進めて

いくべきとの判断をいただき、合併協定の調印に移らせていただくことができますことを、

重ねて厚くお礼申し上げます。今後は、合併協定の調印を経て、各町の議会で最終的にご

判断いただきたいと存じております。委員の皆様方におかれましては、今後とも、どうぞ、

ご理解と御協力を賜りますよう御願い申し上げます。 
 本当に、長期間にわたり、どうもありがとうございました。 
 

＜拍  手＞ 
 

 以上で終了 


